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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

一
四
三
︱
一
四
五
頁

論
語
読
書
会

小
田
光
男

論
語
読
書
会
は
、
二
〇
〇
六
年
の
春
に
始
ま
っ
た
。
韓
国
か
ら

中
国
留
学
を
経
て
京
都
大
学
で
学
ぶ
鄭
墡
謨
（
チ
ョ
ン
・
ソ
ン

モ
、
現
南
京
大
学
外
国
語
学
院
副
教
授
）
が
他
大
学
の
留
学
生
た

ち
と
語
ら
っ
て
鄭
の
下
宿
に
集
い
、
論
語
の
音
読
と
訓
読
を
始
め

た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

発
会
当
時
に
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
後
藤
点
『
論
語
』、

お
よ
び
朱
熹
集
註
の
本
文
で
あ
っ
た
。
読
書
会
は
、
テ
キ
ス
ト
を

現
代
中
国
語
で
音
読
し
、
日
本
語
で
訓
読
す
る
訓
練
が
中
心
で

あ
っ
た
。
現
代
中
国
語
で
音
読
し
た
目
的
は
、
古
典
を
専
門
的
に

学
ぼ
う
と
す
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
古
代
語
の
音
韻
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
、
現
代
語
で
音
読
し
て
古
代
語
と
の
相

違
点
を
明
確
に
意
識
に
上
せ
な
が
ら
読
む
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
日

本
語
で
訓
読
し
た
理
由
は
、
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て

日
本
語
で
ペ
ー
パ
ー
を
書
く
た
め
の
訓
練
で
あ
っ
た
。
日
本
語
が

苦
手
な
留
学
生
た
ち
に
対
し
て
は
、
読
書
会
に
賛
同
し
た
日
本
人

の
研
究
者
が
訓
読
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

留
学
生
た
ち
は
、
日
本
で
学
び
生
活
し
て
い
た
も
の
の
、
一
般

の
日
本
人
と
話
し
合
う
機
会
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
鄭
は
留
学
生
に
交
流
の
機
会
を
作
り
、
ま
た
、
学
ん
だ
こ
と

を
社
会
還
元
し
た
い
と
の
志
を
持
っ
て
、
論
語
読
書
会
に
社
会
人

の
参
加
を
募
っ
た
。
現
在
の
塾
長
で
あ
る
上
田
啓
之
（
う
え
だ
・

ひ
ろ
ゆ
き
）
は
当
時
国
際
会
議
場
勤
務
で
あ
っ
た
が
（
現
退
職
）、

鄭
の
趣
意
に
賛
同
し
て
社
会
人
と
し
て
参
加
し
た
。
他
に
行
政
書

士
、
主
婦
、
教
員
、
作
曲
家
な
ど
、
各
方
面
か
ら
社
会
人
の
参
加

を
得
て
、
週
一
回
の
論
語
読
書
会
に
発
展
し
た
。
会
場
は
、
京
都

西
陣
の
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
教
室
を
借
り
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
鄭
の
友
人
で
あ
る
台
湾
師
範
大
学
の
張
崑
将
先
生
や

台
湾
大
学
中
央
研
究
所
の
林
月
恵
先
生
が
来
京
の
折
り
に
は
、
参

〔
研
究
会
通
信
〕
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加
あ
る
い
は
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

た
だ
、
院
生
た
ち
は
学
業
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の
た
め
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
追
わ
れ
、
博
士
論
文
と
な
れ
ば
読
書
会
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
国
外
に
留
学
す
る
者
が
あ
り
、
ま
た
日

本
の
大
学
を
卒
業
し
た
者
も
あ
り
、
そ
の
と
き
に
は
会
を
離
れ
て

い
っ
た
。
発
会
か
ら
五
年
を
経
て
堯
曰
第
二
十
ま
で
読
み
終
え
た

時
に
は
、
鄭
も
ま
た
博
士
号
を
取
得
し
帰
国
し
て
い
た
。
現
在
の

論
語
読
書
会
は
、
そ
の
後
を
受
け
て
大
学
人
、
社
会
人
お
よ
び
学

生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
読
書
の
幅

を
広
げ
て
、『
孟
子
』
の
通
読
、
英
訳
論
語
の
通
読
も
試
み
て
い

る
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
読
書
会
の
経
過
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
春
～
二
〇
一
〇
年
八
月　
『
論
語
』
を
通
読
完
了

二
〇
一
〇
年
八
月
～
現
在　
『
孟
子
』
を
通
読
中

二
〇
一
一
年
四
月
～
現
在　
『
論
語
』
二
巡
目
の
通
読
を
、
朱

子
『
集
注
』
の
通
読
と
併
せ
て
開
始

二
〇
一
三
年
四
月
～
現
在　

Jam
es	Legge

英
訳
『
論
語
』
を

通
読
す
る
読
書
会
を
開
始
。
京
都
烏
丸
御
池
「
士
心
」
を
会
場

と
し
て
、
大
学
生
が
参
加
者
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

塾
長
の
上
田
の
個
人
サ
イ
ト
に
て
、
毎
週
の
読
書
会
の
速
記
録

が
綴
ら
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.kyoto.zaq.ne.jp/dkanp700/koten/koten.htm

（
サ
イ
ト
内
の「
論
語
読
書
会（
有
志
）」の「
経
緯
」各
ペ
ー
ジ
）

論
語
読
書
会
の
参
加
者
は
こ
の
十
年
間
に
集
ま
り
散
じ
て
一
定

「士心」での論語読書会
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し
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
お
お
ま
か
な
リ
ス
ト
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

︿

論
語
読
書
会
発
会
人﹀

鄭
墡
謨
（
南
京
大
学
外
国
語
学
院
副
教
授
）

︿

現
代
表﹀

上
田
啓
之
（
国
際
会
議
場
定
年
退
職
）

︿

論
語
読
書
会
同
人
（
順
不
同
）﹀

成
田
健
太
郎
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
上
廣

倫
理
財
団
寄
付
研
究
部
門
特
任
研
究
員
）・
高
津
友
明
・
小
田
光

男
（
合
同
会
社
Ｙ
ｏ
ｕ
Ａ
Ｔ
）・
安
澤
英
治
（
行
政
書
士
）・
川
那

辺
恵
津
子
（
主
婦
、
韓
国
文
化
研
究
会
よ
り
）・
中
村
典
子
（
作

曲
家
：
京
都
市
立
芸
術
大
学
准
教
授
）・
稲
垣
裕
史
（
大
阪
大
谷

大
学
専
任
講
師
）・
大
川
沙
織
（
高
等
学
校
教
諭
）・
張
崑
将
（
台

湾
師
範
大
学
教
授
）・
田
世
民
（
京
都
大
学
院
卒
）・
髙
井
龍
（
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
／
広
島
大
学
非
常
勤
講
師
）・

童
嶺
（
南
京
大
学
文
学
部
、京
都
大
学
留
学
／
南
京
大
学
講
師
）・

林
月
恵
（
台
湾
大
学
中
央
研
究
所
）・
沈
相
德
（
京
都
大
学
卒
／

ト
ク
ソ
ー
理
研
）・
早
川
君
（
中
国
留
学
中
）・
北
澤
正
敏
（
日
本

語
教
師
中
国
在
住
）・
津
布
良
春
輝
（
彦
根
東
高
校
教
諭
）・
林
子

博
（
京
都
大
学
院
留
学
生
）・
李
芝
映
（
京
都
大
学
院
留
学
生
）・

姚
嘉
音
（
京
都
大
学
院
留
学
生
）・
大
西
保
（
国
際
会
議
場
）・
稲

冨
雄
亮
（
京
都
大
学
院
中
文
）・
川
津
康
弘
（
フ
リ
ー
）・
張
伯
承

（
仏
教
大
学
留
学
）・
寺
澤
一
美
（
病
院
言
語
聴
覚
士
）

最
後
に
、
論
語
読
書
会
に
ふ
さ
わ
し
く
孔
子
の
言
葉
を
一
つ
挙

げ
た
い
。

︱
子
曰
。
有
教
無
類
。

（
ピ
ン
イ
ン
：zǐ	yuē.	yǒu	jiào	w

ú	lèi.

／
読
み
下
し
：
子

の
曰
く
、
教
有
り
て
類
無
し
）。

老
若
男
女
、
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
国
籍
を
問
わ
ず
ど
の
よ

う
な
「
類
」
の
参
加
も
歓
迎
す
る
の
が
、
学
問
都
市
で
あ
る
京
都

市
を
会
場
と
す
る
論
語
読
書
会
で
あ
る
。
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